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人“ い き い き ”ま ち“ き ら り ” 人“ い き い き ”ま ち“ き ら り ” 

交通安全教室 
　５月７日（月）、城南小学校で３年生の児童を対象に交通安全教
室が行われました。 
　この日、交通移動教室「みどり号」の指導員さんや地元のお巡り
さんに自転車の正しい乗り方を教えてもらいました。 
　交通事故に遭わない遭わないよう気をつけて自転車自転車に乗ってくださいね。 

交通安全教室 
　５月７日（月）、城南小学校で３年生の児童を対象に交通安全教
室が行われました。 
　この日、交通移動教室「みどり号」の指導員さんや地元のお巡り
さんに自転車の正しい乗り方を教えてもらいました。 
　交通事故に遭わないよう気をつけて自転車に乗ってくださいね。 
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熊山英国庭園まつり２００７ 
ゴールデンウィークに大勢が園内を散策 
 
交通危険度が最も高いまちから抜け出そう！ 
市町村別交通危険度ランキング 
ワースト１位は２年連続赤磐市 

成人式案内・市長室でいきいきトーキング募集 
 
公民館へ行こう 
 
ズームアップ図書館 
 
郷土の人物　「河原屋の幸四郎」 
 
「いきいき学校講座」が開講 
 
わたしのあなたの健康 
「かむことってこんなに素晴らしい！」 

 
市県民税および国民健康保険税 
住民税・所得税が大きく変わります！ 
 
暮らしのカレンダー 
 
乳幼児等・心身障害者・ひとり親家庭等 
医療費受給資格者証の更新 
 
人権コラム　「人権擁護委員の日」 
相談業務案内 
 
情報BOX 
「子宮がん検診・乳がん検診を受けよう」ほか 
 
読者のページ「川柳」ほか 
 
まちのわだい 
「グラウンドゴルフ場オープン」ほか 
 
ふるさとの史跡探訪　「大松山妙光寺」 
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●
五
月
一
日
（
火
）
、仁
美
小
学
校
で

　
交
通
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
通

　
移
動
教
室
「
み
ど
り
号
」
の
指
導
員

　
さ
ん
や
地
元
の
お
巡
り
さ
ん
に
安

　
全
な
横
断
歩
道
の
渡
り
方
を
教
え

　
て
も
ら
い
ま
し
た
。 s

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
ロ
ー
シ
ョ
ン
・
せ
っ
け
ん
作
り
体

　
験
。
参
加
者
は
自
分
好
み
の
世
界
に
一
つ
だ
け
の

　
ロ
ー
シ
ョ
ン
や
せ
っ
け
ん
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

　
し
た
。 

▲５月３日、午前と午後の２回にわたり行われた教室。
　どちらの回も大盛況で、参加者は講師の宮本英
　治さんに入れていただいた紅茶を楽しんでいま
　した。 

「
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
体
験
」 

「
押
し
花
体
験
」 

「
手
作
り
木
工
三
人
展
」 

「
陶
芸
親
子
体
験
」 

▲ハナビシソウ ▲アジュガ 

!3

K2 6

!4

K2 6
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s
押
し
花
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
。
参
加
者
は
色
鮮
や
か

　
な
花
を
使
っ
て
思
い
思
い
の
は
が
き
や
飾
り
を
作

　
っ
て
い
ま
し
た
。 

s
手
作
り
の
テ
ー
ブ
ル
や
花
台
な
ど
所
狭
し
と
並

　
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
気
に
入
っ
た
木
工
品
を
見

　
つ
け
買
い
求
め
る
来
園
者
も
。 

s
陶
芸
体
験
コ
ー
ナ
ー
。
参
加
者
は
熊
山
陶

　
芸
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
の
手
ほ
ど
き
を

　
受
け
な
が
ら
自
分
専
用
の
コ
ッ
プ
や
お
皿

　
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

t
心
地
よ
い
音
楽
に
聞
き
入
る
来
園
者 

▲２人の奏でる旋律が来園者を魅了 

春
の
英
国
庭
園
を
満
喫 

月
三
日
（
木
）
か
ら
六
日
（
日
）の
四

日
間
に
わ
た
り
熊
山
英
国
庭
園
ま
つ

り
が
行
わ
れ
、約
二
千
二
百
人
の
来
園
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
来
園
者
は
、色
鮮
や
か
な
花
々
や
新
緑
に

包
ま
れ
た
園
内
を
散
策
し
た
り
、花
を
写
真

に
収
め
た
り
と
、思
い
思
い
に
春
の
英
国
庭

園
を
満
喫
。 

　
期
間
中
は「『
お
い
し
い
紅
茶
の
楽
し
み
方
』

教
室
」
や
「
陶
芸
親
子
体
験
」
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、ど
の
コ
ー
ナ
ー

も
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
熊
山
英
国
庭
園
は
、廃
校
に
な
っ
た

旧
小
野
田
小
学
校
の
校
舎
と
跡
地
を
、交
流

と
情
報
発
信
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
。
平

成
十
二
年
四
月
に
開
園
し
た
も
の
で
す
。 

五 

「
押
し
花
体
験

押
し
花
体
験
」 

「
手
作
手
作
り
木
工
三
人
展

木
工
三
人
展
」 

「
陶
芸
親
子
体
験

陶
芸
親
子
体
験
」 

「
押
し
花
体
験
」 

「
手
作
り
木
工
三
人
展
」 

「
陶
芸
親
子
体
験
」 

▲アイビーゼラニウム ▲ヒメウツギ 
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新 下 市 橋  
交差点付近 

下 市 上 橋  
交 差 点  

山陽マルナカ 
付 近  
穂 崎  
交 差 点  
赤磐医師会 
病 院 前  

追突事故 

追突事故 

駐 車 場  
出入時事故 
出 合 頭・ 
追突事故 
追突・右折 
事 故  
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交通事故件数 
人身 
事故 

物損 
事故 

交通事故 
の特徴 

交差点 
（地点） 計 

ワ
ー
ス
ト 

平成18年交通事故多発地点 

（資料：赤磐警察署） 

　
赤
磐
市
の
成
人
式
を
、
平
成
二
十

年
一
月
十
三
日
（
日
）
午
前
十
一
時

か
ら
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育

館
で
開
催
し
ま
す
。 

　
こ
の
成
人
式
を
、
二
十
歳
を
迎
え

る
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会

に
よ
り
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
人
生
の
大
き
な
節
目
と
な
る
記

念
に
、
あ
な
た
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ

ア
を
盛
り
込
ん
だ
「
成
人
式
づ
く
り
」

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
な
お
、
新
成
人
該
当
者
は
昭
和
六

十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
三

年
四
月
一
日
の
間
に
生
れ
た
人
で
す
。 

【
申
込
期
限
】
六
月
二
十
九
日
（
金
） 

【
募
集
人
員
】
二
十
人
程
度 

【
申
し
込
み
先
】 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
　 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
８
３ 

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集 

▼１４人の実行委員で 
　進めた今年の成人式 

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で 

成
人
式
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間
中
に
は
市
民
延
べ
千
五

百
人
が
参
加
。
啓
発
活
動
を

行
な
い
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上

を
訴
え
ま
し
た
。▼ 

市内最大の交通事故多発交差点 
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平
成
十
八
年
の
交
通
事
故
や
違
反

件
数
か
ら
算
出
し
た
交
通
危
険
度
ラ

ン
キ
ン
グ
で
危
険
度
一
位
は
昨
年
に
引

き
続
き
赤
磐
市
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

　
で
は
、こ
の
危
険
度
一
位
は
ど
う
い

う
こ
と
で
決
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

大
き
な
原
因
は
、下
表
の
と
お
り
十
一

項
目
で
算
出
さ
れ
る
危
険
度
の
う
ち
、

交
通
三
悪（
飲
酒
・
無
免
許
・
暴
走
運
転
）

が
前
年
同
様
に
県
内
最
多
だ
っ
た
こ
と

で
す
。
ま
た
、居
住
者
死
傷
者
な
ど
す
べ

て
の
項
目
が
平
均
し
て
悪
い
た
め
赤
磐

市
が
県
下
で
危
険
度
が
最
も
高
い
ま
ち

に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、ど
う
す
れ
ば
赤
磐
市
が
交

通
危
険
度
の
高
い
ま
ち
か
ら
抜
け
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
、赤
磐
警
察
署
交

通
課
を
訪
ね
て
そ
の
原
因
を
探
り
対

策
を
お
聞
き
し
て
き
ま
し
た
。 

　
赤
磐
市
が
二
年
連
続
ワ
ー
ス
ト
一

位
に
な
っ
た
要
因
と
し
て
は
、交
通
三

悪
（
飲
酒
、無
免
許
、暴
走
運
転
）の
違

反
者
が
、他
の
自
治
体
に
比
べ
て
多
い

こ
と
や
交
通
事
故
の
死
傷
者
が
多
い
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
赤
磐
市
が
ワ
ー
ス
ト
一
位
か
ら
抜
け

出
す
た
め
に
は
、一
人
一
人
が
、交
通
マ

ナ
ー
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
一
人
一
人
が
譲
り
合
い
と
思
い
や
り

の
気
持
ち
を
持
っ
て
、交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、大
切
な
家
族
が
外
出
す
る
時
に

は
、「
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て
」
と
一

声
か
け
て
、家
族
か
ら
も
交
通
安
全
意

識
を
高
め
る
努
力
を
し
て
い
け
ば
、や

が
て
、地
域

全
体
で
交
通
安

全
意
識
が
高
ま
り
、

交
通
事
故
が
減
少
し
て
、安
全
で
安
心

な
市
に
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
、地
域
住
民
、赤
磐
市
、

警
察
な
ど
が
連
携
し
て
交
通
安
全
の

輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

赤
磐
警
察
署
　
新
　
仁
司
　
交
通
課
長 

　
市
長
室
で
個
人
、も
し
く
は
小
グ

ル
ー
プ（
五
人
以
内
）の
ご
意
見
を
お

聴
き
し
ま
す
。 

【
開
催
日
時
】 

　
七
月
二
十
四
日（
火
） 

　
八
月
二
十
一
日（
火
） 

　
■
一
回
に
つ
き
四
人（
グ
ル
ー
プ
）ま
で 

　
■
対
話
時
間（
二
十
分
間
） 

　
　
q
午
後
五
時
〜
五
時
二
十
分 

　
　
w
午
後
五
時
三
十
分
〜
五
時
五
十
分 

　
　
e
午
後
六
時
〜
六
時
二
十
分 

　
　
r
午
後
六
時
三
十
分
〜
六
時
五
十
分 

【
場
　
　
所
】
本
庁
二
階 

市
長
室 

【
申
込
期
間
】 

　
開
催
日
の
三
週
間
前
ま
で 

※
希
望
者（
団
体
）は
本
庁
秘
書
課
、

　
支
所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の

　
申
込
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込

　
み
が
で
き
ま
す
。 

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、抽
選
で

　
決
定
し
、開
催
日
の
お
お
む
ね
一
週

　
間
前
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

™

本
庁
秘
書
課
公
聴
広
報
係 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）４
７
７
０ 

™

赤
坂
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
２
２
６ 

™

熊
山
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
１ 

™

吉
井
支
所
市
民
生
活
課 

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
１
１
１ 

皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す 

赤 磐 市 

地域内発生件数 死亡事故 
件数 

交通違反 
件数 

交通三悪 
件数 

一万人当 一万人当 順位 順位 一万人当 順位 一万人当 順位 一万人当 順位 一万人当 順位 一万人当 順位 一万人当 順位 順位 順位 順位 順位 千台当 キロ当 

地域住民 
人身 

地域内居住者 
死傷者 

地域内居住者 
死者 

シートベルト 
着用率 

総合ワースト 
順位 

第一当 
死亡 

岡 山 市 

（旧）建部町 

（旧）瀬戸町 

早 島 町 

■市町村別交通危険度ランキング 

（資料：平成18年岡山県交通年鑑） 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

　自然と人間とのかかわりを楽しく学び、私たちの生活
を振り返って人間として生きる喜びを、未来に向けてみん
なで考えてみよう。 
 
◆日　時／初回６月３０日（土） １０：００～１２：００ 
　　　　　（※残り５回の日程は後日お知らせします） 
◆場　所／中央公民館 
◆定　員／２０人　　◆対　象／小・中学生 
◆参加費／３０００円（６回分） 
◆申込期間／６月１１日（月）～先着順 
◆問い合わせ先／中央公民館 1０８６-９５５-００６９ 

◆日　時／７月２１日（土） １０：００～１２：００ 
◆場　所／吉井公民館 
◆対　象／小学生および中学生 
◆参加費／５００円（材料費） 
◆申込期間／７月２日（月）から 
◆問い合わせ先／吉井公民館 1０８６-９５４-１３７９ 

　親子で陶芸の楽しさを味わうとともに、親子の会話や
協力を通して親子のきずなを深めよう。 
 
◆日　時／７月２１日（土） １４：００～１６：００　 
◆場　所／山陽公民館　美術工芸室 
◆講　師／芝　眞路 
◆定　員／親子で１６人 
◆内　容／親子でうわぐすりの焼き物の作成 
　　　　　（皿、花瓶、茶わんなど） 
◆参加費／こども５００円、親１，５００円 
◆申込期間／６月１８日（月）～先着順 
　　　　　　（親切に指導します） 
◆問い合わせ先／山陽公民館 1０８６-９５５-９７７７ 

　料理に取り組む喜びと、協力の大切さを体験し、料理に
対する関心と意欲を高めよう。 
 
◆日　時／q７月２３日（月） お花寿司・うしお汁 
　　　　　w７月３０日（月） ご馳走ソウメン・冷やし団子 
　　　　　e８月２０日（月） マーボ豆腐・中華サラダ 
　　　　　１０：００～１３：００ 
◆場　所／山陽公民館 
◆講　師／森野　陽子 
◆定　員／各回２０人　　◆対　象／小学生 
◆参加費／１回３００円（できるだけ３日間参加してください） 
◆申込期間／６月２５日（月）～先着順 
◆問い合わせ先／山陽公民館 1０８６-９５５-９７７７ 

　講師の先生の研究成果を聴き、先賢の功績や社会情勢
に変化を与えた歴史事象を学ぶと同時に、実際に現地を
見学して研究を深めよう。 
 
◆日　時／（１回目）７月１４日（土） １４：００～１６：００ 
◆場　所／山陽公民館　視聴覚教室 
◆講　師／森元　辰昭 
◆演　題／二宮金次郎について 
◆定　員／２０人　　◆対　象／一般 
◆参加費／４００円 
◆申込期間／６月１１日（月）～先着順 
　　　　　　※２回目は１０月６日（土）、備中高松城跡お
　　　　　　　よび鬼ノ城跡見学を予定 
◆問い合わせ先／山陽公民館 1０８６-９５５-９７７７ 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

　英国庭園を散策しながらガーデニングに関する知識を
深めましょう。 
 
◆日　時／７月３日（火） １０：００～１１：００　 
◆場　所／熊山英国庭園 
◆講　師／熊山英国庭園ヘッドガーデナー　武本　高三 
◆定　員／２０人 
◆対　象／一般 
◆参加費／無料 
◆申込期間／６月１４日（木）～２８日（木） 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 

　人生を楽しく「美しく」生きるための講座です。誘いあ
って一緒に公民館で学びましょう。 
 
◆日　時／q６月２２日（金） １０：００～１２：００ 
　　　　　w８月２４日（金） １０：００～１２：００ 
　　　　　e１０月１９日（金） 視察研修 
　　　　　r１２月２１日（金） １０：００～１２：００ 
◆場　所／吉井公民館 
◆定　員／４０人 
◆参加費／１，０００円（その他必要時に実費負担） 
◆申込期間／６月８日（金）～１５日（金） 
◆問い合わせ先／吉井公民館 1０８６-９５４-１３７９ 

　今まで他人まかせで一度も料理をしたことのないあな
た、料理の基礎を習い、和、洋、中の料理に挑戦してみま
せんか！楽に作り、おいしく食べ、健康に暮らしましょう。 
 
◆日　時／q６月２６日（火）w７月２４日（火）e８月７日（火） 
　　　　　１０：００～１３：００ 
◆場　所／中央公民館　調理研修室 
◆講　師／管理栄養士　川上徳子 
◆定　員／２０人 
◆対　象／男性 
◆参加費／２，０００円 
◆申込期間／６月１１日（月）～ 
◆問い合わせ先／中央公民館 1０８６-９５５-００６９ 

　化学物資に頼らず、自然の恵みを集めて作る化粧品た
ちです。アロマテラピーをベースに体に優しい生活を始
めてみませんか。 
 
◆日　時／q６月２８日（木） １０：００～１２：００ 
　　　　　　アロマテラピーＵＶ対策リップクリーム 
　　　　　w７月６日（金） １０：００～１２：００ 
　　　　　　アロマテラピー虫除けジェル 
◆場　所／熊山公民館 
◆講　師／アロマテラピー楽庵代表　佐野　純子 
◆対　象／中学生以上～大人 
◆定　員／１５人 
◆参加費／１回５００円（材料代） 
◆申込期間／６月１１日（月）～２２日（金） 
　　　　　　※どちらか一方だけ参加可 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 

　自然大好き人間集まれ。赤磐市内に生息する水の中の
生きものについて観察してみよう。 
 
◆日　時／６月２３日（土） ９：００～１１：００（雨天中止） 
◆場　所／可真川（龍王橋）　 
◆定　員／３０人 
◆対　象／なし 
◆参加費／無料 
◆申込期間／６月１１日（月）～２２日（金） 
◆問い合わせ先／熊山公民館 1０８６９９-５-１３６０ 
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中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

●開館時間 
　午前１０時～午後６時 

　市内４館の資料（本・雑誌・DVD・CD・
ビデオなど）は取り寄せできます。最寄り
の図書館でお申し込みください。 
　貸出中の本は予約していただくと戻り
次第ご連絡します。 
　図書館に所蔵のない本は購入したり、
よその図書館から借りたりしてご希望に
応えるようにしています。 

◆予約の方法 
™各図書館で予約カードに記入しカウン
　ターへ申し込む 
™電話で申し込む 
™インターネットで申し込む（事前に図書
　館でインターネット予約の申込みをし
　てください） 
※予約をするとき利用者カードの番号が必要
　になりますので、まだ新カードをお持ちでない
　人は事前に図書館で手続きをしておいてく
　ださい。 

日　時■ 

場　所■ 

内　容■ 

６月２３日（土） 午後１時３０分～ 

吉井図書館２階 視聴覚室 

人形劇、パネルシアターなど 

日　時■ 

場　所■ 

内　容■ 

毎月第１・２・３土曜日 
午前１１時～ 

熊山図書館 

読み聞かせや紙芝居など 

日　時■ 
 

場　所■ 

内　容■ 

毎月第２土曜日 午後２時～ 

吉井図書館 

絵本読み聞かせ 

日　時■ 

場　所■ 

内　容■ 

たのしいお話がいっぱい！ 
みんなで見にきてね！！ 

 

　
十
一
月
二
日（
金
）〜
六

日（
火
）に
赤
磐
市
で
開
催

さ
れ
る
「
第
十
九
回
全
国

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｉ
Ｎ
赤
磐
」
の
大
会
テ
ー
マ
を
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
公
募
し
ま
す
。 

▼
募
集
内
容 

　
字
数
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、短
い
言
葉
で

分
か
り
や
す
く
、表
現
性
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の

高
い
大
会
テ
ー
マ
で
、赤
磐
市
の
生
涯
学
習
推

進
の
原
動
力
と
な
る
よ
う
な
も
の
と
し
ま
す
。 

▼
申
込
方
法
　
　 

　
募
集
要
項
・
申
込
書
は
、教
育
委
員
会
・
市
内

公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、郵
送
、電
子
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、申
込
書
は
赤
磐
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。
応
募
点
数
は
、一
人
一
点
で
、応
募
作
品
は
、

自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
赤
磐
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
応
募
資
格
　
　 

　
赤
磐
市
内
在
住
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人 

▼
募
集
期
間
　
　 

　
六
月
一
日（
金
）〜
六
月
十
五
日（
金
） 

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
　
　 

　
〒
７
０
９
―
０
８
１
６ 

　
赤
磐
市
下
市
三
三
七 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内 

　
第
十
九
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ
赤
磐

　
実
行
委
員
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
８
３ 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）６
０
６
０ 

　E-m
ail  syakaikyoiku@

city.akaiw
a.lg.jp

７月７日（土） 午後２時～ 

大苅田読書公園 

延藤好英氏による親子
で楽しむおはなし会と、
たなばた演奏会♪ 
（演奏：“DOLCE”による
大正琴） 

た
ん
ざ
く
に
 

ね
が
い
ご
と
を
書
い
て
 

飾
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
る
よ
♪
 

み
ん
な
き
て
ネ
☆
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13

河原屋の幸四郎 

郷土の 

物 人 

 

＜廻国修行・念仏行者／河原屋＞ 

s
河
原
屋
の
幸
四
郎
墓
「
日
本
廻
国
」
の
文
字（
文
化
四
年
八
月
二
十
八
日
没
） 

か わ ら や  

かいこくしゅぎょう ねんぶつぎょうじゃ 

のぶか 

おい ぶつ 

こ う し ろ う  

つ
う
か
ね
が
い 

お
い 

ぶ
つ 

い
ず
み 

か
わ
ち 

と 

み 

い
　
が 

み
　
の 

み
　
の 

お
わ
り 

す
る
が 

や
ま 

お
う 

い
　
ず 

さ
が
み 

か
ず
さ 

あ
　
わ 

ひ
た
ち 

む
　
つ 

え
ち
ご 

わ
か
さ 

た
ん
ご 

や
ま
し
ろ 

せ
っ
つ 

か
　
い 

こ
う
ず
け 

し
も
つ
け 

む
さ
し 

し
も
う
さ 

ね
ん
ぶ
つ
ぎ
ょ
う
じ
ゃ 

か
ん
じ
ん 

も
と 

も
み 

笈　仏 
「安永６年６月吉日」 

河原屋の幸四郎が背負った笈仏 
尾関允香氏 蔵 

　
天
明
八
年（
一
七
八
八
）正
月
、

赤
坂
郡
河
原
屋
村
（
現
赤
磐
市

河
原
屋
）の
幸
四
郎（
幸
三
郎
と

も
い
う
）は
、旅
に
出
る
べ
く
往
来

手
形
の
発
行
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
往
来
手
形
は
、一
種
の
身
元
保

証
書
で
、
幸
四
郎
の
住
ん
で
い
る

河
原
屋
村
の
名
主
・
友
右
衛
門
と

旦
那
寺
の
和
田
山
無
量
院
が
証

明
し
た
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
往
来
手
形
に
は
、諸
国
の

関
所
に
あ
て
て
の
通
過
願
と
、諸

所
の
役
人
に
あ
て
た
宿
、お
よ
び

病
死
し
た
時
の
手
配
の
依
頼
が

書
い
て
あ
り
ま
す
。こ
の
手
形
を

持
っ
て
幸
四
郎
は
、「
神
社
仏
閣

順
拝
」の
旅
に
出
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
よ
り
十
一
年
前
の
安
永
六

年（
一
七
七
七
）六
月
か
ら
翌
年
十

月
ま
で
の
、約
一
年
半
の
間
、幸
四

郎
は
「
笈
仏
」（
写
真
参
照
）を
背

負
っ
て
河
原
屋
村
を
出
立
し
、「
日

本
廻
国
」
の
旅
に
出
ま
し
た
。
今

か
ら
二
百
三
十
年
前
の
こ
と
で
す
。
 

　
「
日
本
廻
国
」
と
は
、日
本
の

諸
国
を
巡
礼
す
る
こ
と
で
、国
ご

と
に
一
部
ず
つ
法
華
経
を
奉
納
し

て
廻
り
ま
す
。
江
戸
時
代
ま
で
国

が
六
十
六
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
六

十
六
部
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

　
和
泉
国（
現
大
阪
府
南
部
）↓

河
内
国（
現
大
阪
府
東
部
）↓
大

和
国（
現
奈
良
県
）↓
伊
賀
国（
現

三
重
県
西
部
）↓
伊
勢
国（
現
三

重
県
大
半
）↓
美
濃
国（
現
岐
阜

県
南
部
）↓
尾
張
国（
現
愛
知
県

西
部
）↓
駿
河
国（
現
静
岡
県
中

央
部
）↓
伊
豆
国（
現
静
岡
県
東

部
外
）↓
相
模
国（
現
神
奈
川
県
）

↓
武
蔵
国（
現
東
京
都
・
埼
玉
県

外
）↓
下
総
国（
現
千
葉
県
北
部

外
）↓
上
総
国（
現
千
葉
県
中
央

部
）↓
安
房
国（
現
千
葉
県
南
部
）

↓
常
陸
国（
現
茨
城
県
）↓
下
野

国
（
現
栃
木
県
）
↓
陸
奥
国
（
現

福
島
県
・
宮
城
県
・
岩
手
県
・
青

森
県
外
）↓
越
後
国（
現
新
潟
県
）

↓
甲
斐
国（
現
山
梨
県
）↓
上
野

国（
現
群
馬
県
）↓
美
濃
国
↓
近

江
国（
現
滋
賀
県
）↓
若
狭
国（
現

福
井
県
西
部
）↓
丹
後
国（
現
京

都
府
北
部
）↓
山
城
国（
現
京
都

府
南
部
）↓
摂
津
国（
現
大
阪
府

の
一
部
・
現
兵
庫
県
の
一
部
）
↓
備

前
国
 

　
こ
の
旅
か
ら
帰
っ
た
の
は
、翌
安

永
七
年
十
月
で
、本
州
の
ほ
ぼ
三

分
の
二
を
歩
い
た
大
旅
行
で
し
た
。
 

　
幸
四
郎
は
、「
國
々
村
々
宿
帳
覚
」

を
記
し
て
、何
年
何
月
何
日
ど
こ

の
国
の
ど
こ
に
泊
ま
っ
た
か
を
記

録
し
ま
し
た
。こ
の
記
録
に
よ
る

と
、仙
台
に
も
行
き
、江
戸
で
は

日
本
橋
に
泊
ま
り
、日
光
・
富
士

山
に
参
詣
し
た
こ
と
な
ど
も
解

り
ま
す
。
 
 

　
ま
た
、幸
四
郎
は
「
念
仏
行
者
」

と
も
呼
ば
れ
、黒
本
村（
現
赤
磐

市
黒
本
）
和
田
山
聖
観
寺
十
王

堂
を
再
建
立（
安
永
八
年
）す
る

た
め
「
念
仏
修
行
」
し
な
が
ら
寄

進
を
集
め
る
な
ど
の
勧
進
活
動

も
し
ま
し
た
。
 

　
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）八
月
二

十
八
日
、幸
四
郎
は
永
眠
し
ま
し

た
。
 

　
現
在
、河
原
屋
に
あ
る
幸
四
郎

の
墓
は
、大
き
な
樅
の
木
の
下
に

あ
り
、墓
石
に
は
「
日
本
廻
国
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　（
山
陽
郷
土
資
料
館
　
高
畑
富
子
） 

 

●
参
考
文
献
 

　
　
「
尾
関
寿
生
家
文
書
」
 

　
　
『
吉
井
町
史
』
 

　
　
『
浅
草
寺
 

仏
教
文
化
講
座
』
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
十
四
集
 

▼幸四郎の廻国修行の旅（全行程） 
　『吉井町史』 
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講座名 内　　　容 場　　所 時　　間 定　員 材料代 期　　日 

高陽校q

高陽校w

高陽校e

高陽校r

高陽校t

さくら校 

よしい校 

高陽中学校 

高陽中学校 

高陽中学校 

高陽中学校 

高陽中学校 

桜が丘 
中学校 

吉井中学校 

７月２０日 
（金） 

７月２５日 
（水） 
 

７月２６日 
（木） 

７月２７日 
（金） 

７月３０日 
（月） 

７月３１日 
（火） 

７月２３日（月） 
２４日（火） 
２５日（水） 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

９:３０～１１:３０ 

１３:３０～１５:００ 

２０人 

１５人 

１０人 

１５人 

一人 
１,５００円 
程度 

一人 
５００円 
程度 

２０人 

１０人 

１５人 

ハンドベルで楽しく 
演奏してみよう 

（みんなが知っている 
おなじみの曲を演奏する） 

フラワーアレンジメント 
（季節の花をテーブルに） 

絵てがみを描こう 
（心あたたまる言葉を添えて） 

パソコン講座 
（写真入りカレンダーづくり） 

お菓子づくり 
（１つのボールで作れる 
簡単チーズケーキほか） 

パソコン講座 
（あいさつ状やカードをつくろう） 

磐梨校q 磐梨中学校 
８月６日 
（月） １３:３０～１５:３０ １５人 

初歩のコンピューター教室 
（インターネットでの簡単検索と 
初心者向けの表計算ソフト講座） 

磐梨校w 磐梨中学校 
８月８日 
（水） 

１３:３０～１５:３０ １５人 
折り紙教室 

（初歩から知ろう折り紙の世界） 

磐梨校e 磐梨中学校 ８月２０日 
（月） 

１３:３０～１５:３０ １０人 ドラム教室 
（基本的な技術を学ぼう） 

源氏物語講座 
（入門、源氏物語はおもしろい） 

※講座は何回受講されても結構です。　※持参品など詳しい内容については、後日参加者にご案内します。 

●問い合わせ・申し込み先／教育委員会 社会教育課　1０８６-９５５-０７８３ 

　この講座は、地域に開かれた学校を目指し、夏休み期間を利用し
て行われるものです。 
　今年は市内全域を対象に、高陽中学校、桜が丘中学校、磐梨中学
校、吉井中学校で開講します。 

　あなたも出かけてみませんか。 
　中学生や先生方と講座を通じてふれあいを深めてみませんか。 
　お誘い合わせのうえ、ご参加ください。 

●対　　象…市内在住の小学生以上の人（小学１･２年生は保護者同伴でお願いします） 
●材 料 代…講座内容によっては材料代が必要です。 
●申込期限…６月２９日(金)まで（各講座とも定員に達し次第、締め切らせていただきます） 
●講　　師…各中学校教諭（アシスタント：各中学校生徒） 
●主　　催…教育委員会・市内中学校 
●講座内容・募集定員 

K
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●歯の健康シリーズ・第２回 
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最
近
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
と
い
う

言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
フ
ア
ー
ス
ト
フ

ー
ド
に
対
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と

食
事
を
楽
し
み
、
生
活
の
質
も
、

向
上
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
し
っ
か
り
か
む
（
そ

し
ゃ
く
す
る
）
こ
と
は
全
身
に

も
次
の
よ
う
な
い
い
影
響
を
与

え
ま
す
。 

q
肥
満
を
防
ぐ 

　
よ
く
か
む
こ
と
が
ダ
イ
エ
ッ

ト
の
基
本
で
す
。 

w
味
覚
の
発
達
を
促
す 

　
よ
く
か
む
と
食
べ
物
本
来
の

味
が
わ
か
り
ま
す
。 

e
発
音
を
は
っ
き
り
さ
せ
る 

　
歯
並
び
が
よ
く
な
り
、
き
れ

い
な
発
音
が
で
き
ま
す
。 

r
脳
の
働
き
を
活
発
に
す
る 

　
よ
く
か
む
と
脳
細
胞
の
働
き

が
活
発
に
な
り
認
知
症
の
予
防

に
も
役
立
ち
ま
す
。 

t
歯
の
病
気
を
防
ぎ
、 

　
　
　
口
臭
を
少
な
く
す
る 

　
よ
く
か
む
と
唾
液
が
た
く
さ

ん
出
て
、
口
の
中
を
き
れ
い
に

し
、
口
臭
の
発
生
も
減
少
さ
せ

ま
す
。 

y
ガ
ン
を
防
ぐ 

　
唾
液
に
含
ま
れ
る
あ
る
酵
素

に
は
、
発
ガ
ン
物
質
の
発
ガ
ン

作
用
を
消
す
働
き
が
あ
る
と
い

わ
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

u
胃
腸
の
働
き
を
促
進
す
る 

　
よ
く
か
む
と
唾
液
の
中
の
消

化
酵
素
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。 

i
全
身
の
体
力
向
上
と 

　
　
　
　
ス
ト
レ
ス
解
消 

　
よ
く
か
む
こ
と
で
力
が
わ
き
、

日
常
生
活
へ
の
自
信
も
生
ま
れ

ま
す
。 

　
年
代
別
に
ま
と
め
る
と
か
む

こ
と
に
は
次
の
よ
う
な
役
割
が

あ
り
ま
す
。 

™

幼
児
期
で
は
、
顎
の
発
育
と

　
歯
並
び
に
影
響
し
、
味
覚
の

　
発
達
に
も
役
立
ち
ま
す
。 

™

学
童
期
で
は
、
脳
の
発
育
、

　
知
能
指
数
、
運
動

　
能
力
に
も
影
響
し

　
ま
す
。 

™

壮
年
期
で
は
、
ガ

　
ン
予
防
、
メ
タ
ボ

　
リ
ッ
ク
症
候
群
予

　
防
に
効
果
が
あ
り

　
ま
す
。 

™

老
年
期
で
は
、
脳

　
へ
の
刺
激
で
認
知

　
症
予
防
、
寝
た
き

　
り
予
防
に
効
果
が

　
あ
り
、
楽
し
い
老

　
後
が
送
れ
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
異
常
な

か
み
癖
（
く
い
し
ば
り
、

歯
ぎ
し
り
な
ど
）
は

歯
に
負
担
が
か
か
り
、

歯
が
す
り
減
っ
た
り
、

歯
周
病
の
原
因
に
も

な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
し
っ
か

り
か
む
に
は
丈
夫
な
歯
、
よ
く

あ
う
義
歯
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

毎
日
の
正
し
い
歯
の
手
入
れ
と

む
し
歯
、
歯
周
病
な
ど
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。 

 

健
口
か
ら
健
康
へ
、
そ
し
て

健
幸
に
!! 

　
　
（
赤
磐
歯
科
医
師
会
提
供
） 

赤
磐
歯
科
医
師
会
か
ら
歯
の 

健
康
啓
発
用
パ
ネ
ル
が
市
に 

寄
贈
さ
れ
ま
し
た（
写
真
） 

　
日
本
を
代
表
す
る
詩
人
・
永
瀬
清
子
の

ふ
る
さ
と
赤
磐
市
で
は
、岡
山
県
内
の
小
・

中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
詩
を
募
集
し
ま
す
。 

▼
応
募
資
格
　 

™

岡
山
県
内
の
小
中
学
生 

™

小
学
校
低
学
年
の
部（
一
〜
三
年
生
） 

™

小
学
校
高
学
年
の
部（
四
〜
六
年
生
） 

™

中
学
生
の
部 

▼
応
募
規
定 

　
応
募
作
品
は
自
由
詩
で
、未
発
表
の
本

人
の
作
品
で
一
人
一
点
に
限
り
ま
す
。
詩

は
、四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
以
内
に

縦
書
き
に
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
「
題
名
」

と
「
名
前
」
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
所
定
の

応
募
用
紙
を
添
付
す
る
か
、作
品
の
裏
に

作
者
の
q
氏
名（
ふ
り
が
な
）
w
住
所
e

電
話
番
号
r
学
校
名
・
学
年
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼
募
集
期
間 

　
六
月
一
日（
金
）〜
九
月
三
十
日（
日
） 

　（
当
日
消
印
有
効
） 

▼
発
表
・
表
彰 

　
発
表
は
、入
賞
者
へ
の
通
知
を
も
っ
て
発

表
と
し
ま
す
。
表
彰
は
、平
成
二
十
年
二

月
中
旬
の
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世

界
」
会
場
で
行
い
ま
す
。 

™

優
秀
賞（
各
部
門
各
一
篇
）賞
状
、副
賞 

™

佳
作（
各
部
門
二
篇
程
度
）賞
状
、副
賞 

™

奨
励
賞
　
賞
状
、副
賞 

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
「
永
瀬
清
子
賞
」
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 
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　６月は、平成１９年度市県民税（住民税）および国民健康保険税の当初課税月です。 
　個人の市県民税は、平成１９年１月１日時点で赤磐市に住所のあった人が課税の対象となり、納付方法には｢特別徴
収｣と｢普通徴収｣の２とおりがあります。 
　特別徴収とは、給与所得者の場合、年税額を６月から翌年５月までの１２回に分けて、毎月給与から天引きし、勤務
先の事業所を通じて納付する方法です。 
　普通徴収とは、給与からの天引きができない場合（自営業者や年金所得者など）、市役所から直接送付される納
付書や口座振替により、６・８・１０・１２月の４期で納付する方法です。 
　国民健康保険税は、年税額を６月から翌年１月までの各月（計８期）に分けて、納付書または口座振替の方法で納付
していただきます。 
　いずれも、先の年末調整や申告で確定した平成１８年分の所得をもとに税額を算定しています。住民の皆さまには、
本年度も納付にご協力くださいますよう、よろしくお願いします。 
　なお、特別徴収の人の納税通知書は各事業所に一括送付しています。また、普通徴収、国民健康保険税の納税通
知書は６月中旬に発送します。 

《住民税》 
　◆税源移譲（ぜいげんいじょう） 
　　＊次ページをご覧ください。 
　◆定率減税の廃止 
　　　景気対策のため平成１１年度から導入されていた「定率減税」（平成１７年度までは所得割額の１５％、平成１８年
　　度は所得割額の７.５％）が、平成１９年度から全廃されます。 
　◆人的非課税範囲の見直し 
　　　平成１７年度まで、６５歳以上で前年所得金額が１２５万円以下の人は、住民税が非課税でしたが、この非課税措
　　置が平成１８年度から廃止されました。 
　　　ただし、平成１７年１月１日に６５歳に達していた人（昭和１５年１月２日以前に生まれた人）で、前年の所得金額が
　　１２５万円以下の人には、次のような段階的経過措置があり、平成１９年度はその２年目が適用されます。 
 

　　　　　（平成１８年度） １/３を課税 →　（平成１９年度） ２/３を課税　→　（平成２０年度） 全額課税 
 
《国民健康保険税》 
　◆所得割額の算定方法の変更 
　　平成１８年度に行われた公的年金等控除額の改正によって所得が増加し、国民健康保険税の負担も増すことにな
　った高齢者に対して、平成１８年度に引き続き、平成１９年度も以下のとおり経過措置が実施されます。（なお、この経
　過措置は平成２０年度からはありません） 
　　【対 象 者】　 
　　　平成１７年１月１日に６５歳に達しており、かつ平成１６年中に公的年金収入のあった人 
　　【措置内容】　 
　　　所得割の算定基礎額を算出するさい、次のとおり「公的年金等特別控除」をします。 
　　　◎平成１９年度…年金収入 － 公的年金等控除 － 公的年金等特別控除（７万円） － 基礎控除（３３万円） ＝ 算定基礎額 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成１８年度の特別控除額は１３万円でした。 
 
　◆医療分の課税限度額の引き上げ 
　　課税限度額が５３万円から５６万円に引き上げられます。 
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○お問い合わせは… 
〒７０９-０８９８ 赤磐市下市３４４ 
赤磐市役所 税務課〔市民税係〕 
1０８６-９５５-０９５１ 

○「税源移譲」の詳細は… 
総務省ホームページ 
http://www.soumu.go.jp/index.html で！ 

　地方分権を積極的に進めるため、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、３兆円の税金が国から
地方へ移し替えられます。 

～ ２００万円 部分 

２００万円超 ～ ７００万円 部分 

７００万円超 ～ 部分 

５%  市区町村 ３％　都道府県２％ 

１０%  市区町村 ８％　都道府県２％ 

１３%  市区町村１０％　都道府県３％ 

課税所得 課税所得 税　　率 税　　率 

▲住民税／改正前 ●住民税／改正後 

一　律 
１０％ 
市区町村６％ 
都道府県４％ 

（平成１８年度住民税まで適用） （平成１９年度住民税から適用） 

（平成１９年中所得から適用） 

～ １９５万円 部分 

１９５万円超 ～ ３３０万円 部分 

３３０万円超 ～ ６９５万円 部分 

６９５万円超 ～ ９００万円 部分 

９００万円超 ～１,８００万円 部分 

１,８００万円超 ～ 部分 

～ ３３０万円 部分
 

 

３３０万円超 ～ ９００万円 部分
 

 

９００万円超 ～１,８００万円 部分 

１,８００万円超 ～ 部分 

１０％
 

 

２０％
 

 

３０％ 

３７％ 

５% 

１０％ 

２０％ 

２３％ 

３３％ 

４０％ 

課税所得 税　率 

▲所得税／改正前 

課税所得 税　率 

●所得税／改正後 

（平成１８年中所得まで適用） 

◎人的控除額の差に対応した減額措置 
　住民税と所得税では、人的控除（扶養控除・基礎控除など）の額に差があります。そのため、同じ収入金額で同じ人的控除
を行っても、住民税の課税所得は所得税の課税所得よりも多くなり、住民税の税率を５％から１０％に引き上げた場合、所得税
の税率を引き下げただけでは税負担が増えてしまうことになります。 
　そこで、個々の納税者の方の人的控除の適用状況に応じて、住民税の減額措置が実施されます。 

◆住民税所得割の額から次の額を減額します。 
　１. 住民税の課税所得金額が２００万円以下の方 
　　qとwのいずれか小さい額の５％ 
　　　q人的控除額の差の合計額　w住民税の課税所得金額 

　２. 住民税の課税所得金額が２００万円を超える方 
　　〔人的控除額の差の合計額－（住民税の課税所得金額－２００万円）〕の５％ 
　　ただし、この額が２,５００円未満の場合は２,５００円 
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山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
熊
山
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
熊
山
地
域
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
熊
山
地
域
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診（
赤
坂
・
熊
山
地
域
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
本
庁
2階
第
2会
議
室
） 

●
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
10：
00～
15：
00 

　（
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　
行
政
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
熊
山
地
域
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
山
陽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
1階
相
談
室
） 

●
熊
山
地
域
無
料
法
律
相
談
 

　
10：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
障
害
・
心
配
ご
と
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
熊
山
地
域
） 

 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
熊
山
地
域
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
吉
井
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

 

★
６
月
の
税
を
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

　
●
市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
１
期（
全
期
） 

　
●
国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
１
期
 

　
●
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）…
…
１
期
 ７
月
２
日
ま
で
  



●
ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」
 

　
9：
00～
11：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
お
楽
し
み
会
　
13：
30～
 

　（
吉
井
図
書
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

●
ふ
れ
あ
い
自
然
体
験
教
室
 

　
10：
00～
12：
00（
中
央
公
民
館
） 

［
医
］吉
井
医
院
 1
086-955-5515  

［
医
］吉
田
医
院
 1
086-954-0202  

※［
医
］長
島
病
院
 1
086-952-1355

 

［
医
］あ
ま
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

 　
　

1
086-955-8191 

［
医
］井
上
内
科
 1
086-954-1902 

※［
医
］粟
井
内
科
医
院
 1
086-953-0617

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

金
 土
 

金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 
土
 日
 月
 火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 
土
 日
 
月
 火
 水
 木
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
３００
円
 

1
 0

8
6
-9

5
4
-2

3
2
3

1
 0

8
6
-9

5
5
-4

4
3
2

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

2
12
8

1
72
4

2
22
9

1
82
5

2
33
0

1
92
6

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

6
月
 

2
0

2
7 ◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

★
 
　
 
★
 
　
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
★
 
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 
　
 
★
 
　
 
　
 

○
 
○
 
○
 
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
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○
 
○
 
○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
 
○
 
○
 
○
 
○
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☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
 
☆
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☆
 
☆
 
☆
 
　
 
 
☆
 
☆
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☆
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☆
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☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 　
　
　
 　
 
☆
 
☆
 
☆
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☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
☆
 
　
 
　
 
☆
 
☆
 
☆
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○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
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○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
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○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
　
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
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○
 
○
 
○
 
○
 
 

○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
○
 
　
 
　
 
○
 
○
 
○
 
○
 
 

　
 
　
 
☆
 
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
☆
 
　
 
　
 
　
 
　
 
 
　
 
　
 

休館日 

休館日 

●
子
宮
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
い
き
い
き
講
座
　
10：
00～
12：
00 

　（
吉
井
公
民
館
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
ナ
イ
ス
ミ
デ
ィ
講
座
 

　
10：
00～
12：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
熊
山
地
域
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
新
技
術
講
座
（
花
）
 

　
13：
30～
15：
00（
山
陽
産
業
会
館
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
山
陽
・
赤
坂
地
域
） 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
吉
井
地
域
合
同
相
談
 

　
13：
00～
15：
00 

　（
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
男
の
料
理
　
10：
00～
13：
00 

　（
中
央
公
民
館
） 

●
基
本
健
康
診
査
・
胃
が
ん
検
診
・
 

　
前
立
腺
が
ん
検
診
 

　（
赤
磐
市
全
地
域
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
子
宮
が
ん
検
診（
山
陽
・
熊
山
地
域
） 

●
狂
犬
病
予
防
注
射〔
臨
時
〕 

　（
19ペ
ー
ジ
参
照
） 

●
交
通
安
全
日
 

●
子
宮
が
ん
検
診（
山
陽
地
域
） 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
利
用
は
１０
月
末
ま
で
で
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
１００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
５０
円
 

  ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
１００
円
 

トレーニング 

ルーム 屋内プール 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２１：００

 

９：００
～
１２：００

 

１３：００
～
１７：００

 

１８：００
～
２２：００

 

休館日 

休館日 
休館日 

休館日 
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― 
就
学
前
の
乳
幼
児
で
、白
色
の
「
乳
幼
児
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
を
お
持
ち
の
人
を
除
き
ま
す 

― 

  

　
役
所
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、
行
政
に

関
わ
る
わ
か
ら
な
い
こ
と
の
相
談
に
応
じ

る
行
政
相
談
委
員
に
次
の
人
が
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

　
任
期
は
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。 

　
相
談
の
内
容
は
、
道
路
・
河
川
・
年
金
・

福
祉
問
題
な
ど
役
所
の
仕
事
や
窓
口
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
小

さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

【
行
政
相
談
員
】 

™

岩
同
　
　
潔
（
山
陽
地
域
） 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）５
９
５
６ 

™

常
安
　
克
之
（
赤
坂
地
域
） 

　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
４
７
４ 

™

難
波
　
芳
美
（
熊
山
地
域
） 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
０
２
５ 

™

杉
本
　
宗
義
（
吉
井
地
域
） 

　
1
０
８
６（
９
５
８
）２
８
３
０ 

    

　
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
十
年
間
の
長

期
に
わ
た
り
、
行
政
相
談
委
員
と
し
て
活

躍
し
て
こ
ら
れ
た
丸
尾
壽
さ
ん
（
山
陽
地
域
）

が
三
月
三
十
一
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
丸
尾
さ
ん
は
「
行
政
へ
の
要
望
な
ど
を

お
聞
き
し
た
だ
け
で
す
が
、
相
談
者
か
ら

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、

励
み
と
な
り
ま
し
た
」
と
十
年
間
を
振
り

返
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

◆
各
制
度
の
対
象
者 

¡

乳
幼
児
等
医
療
費
給
付
制
度 

　
小
学
三
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
等
が
対
象

で
す
。 

　
就
学
前
の
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、平
成
二

十
年
六
月
三
十
日
ま
で
医
療
費
の
無
料
化

を
継
続
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
「
乳
幼

児
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」
を
引
き
続
き

使
っ
て
く
だ
さ
い
。 

¡

心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
制
度 

　
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
・
二
級
・
三
級

所
持
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
と
判
定
さ
れ

た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
六
十
五
歳
以
上
で
新
た
に
対
象

要
件
に
該
当
し
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、老
齢
福
祉
年
金
の
例
に
よ
る
所

得
制
限
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

¡

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
給
付
制
度 

　
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

配
偶
者
の
な
い
母
子
・
父
子
な
ど
で
、前
年

の
所
得
税
非
課
税
の
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。 

 

◆
更
新
手
続
に
つ
い
て 

　
現
在
、医
療
費
受
給
資
格
者
証
（
有
効

期
限
が
平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
ま
で
）

を
お
持
ち
の
人
で
、平
成
十
九
年
七
月
一
日

以
降
該
当
の
人
に
は
、六
月
下
旬
に
新
し
い

医
療
費
受
給
資
格
者
証
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、七
月
一
日
よ
り
お
使
い
く
だ
さ
い
。

更
新
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、次
の
q
w
e
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
は
、六
月
十
八
日（
月
）ま
で
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

q
対
象
の
人
で
、ま
だ
医
療
費
受
給
資
格

　
者
証
の
交
付
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
場
合
。 

w
受
給
資
格
者
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　
険
に
変
更
が
あ
り
、ま
だ
変
更
の
届
出

　
を
し
て
い
な
い
場
合
。 

e
受
給
資
格
者
と
同
じ
医
療
保
険
に
加

　
入
し
て
い
る
人
（
国
民
健
康
保
険
の
場

　
合
は
加
入
者
全
員
、被
用
者
保
険
の
場

　
合
は
被
保
険
者
）が
、平
成
十
九
年
一

　
月
一
日
に
赤
磐
市
に
住
民
登
録
の
な
い

　
場
合
。 

　
ま
た
、住
民
登
録
は
し
て
い
る
が
他
市
町

　
村
で
住
民
税
を
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
。 

 

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

¡

受
給
資
格
者
の
「
医
療
保
険
証
の
写
」

　
受
給
資
格
者
が
国
民
健
康
保
険
に
加

　
入
し
て
い
る
場
合
は
、加
入
者
全
員
の「
医

　
療
保
険
証
の
写
」
が
必
要
で
す
。 

¡

印
鑑 

¡

③
に
該
当
す
る
人
の
「
平
成
十
九
年
度

　
所
得
課
税
証
明
書
」
た
だ
し
、平
成
十

　
八
年
中
に
収
入
の
な
い
十
八
歳
未
満
の

　
人
は
省
略
で
き
ま
す
。 

 

◆
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先 

〈
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
資
格
者
証
〉 

　™

本
庁
健
康
増
進
課 

　
　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

　
　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
７ 

〈
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
資
格
証
〉 

〈
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
資
格
証
〉 

　™

本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係
・ 

　
　
子
育
て
支
援
係
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
1
０
８
６（
９
５
５
）１
１
１
５ 

　
各
支
所
へ
は
、 

　™

赤
坂
支
所
健
康
福
祉
課
・
保
健
係
、福
祉
係 

　
　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
２ 

　™
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課
・
保
健
係
、福
祉
係 

　
　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ほ
ほ
え
み
） 

　
　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
９
３ 

　™

吉
井
支
所
健
康
福
祉
課
・
保
健
係
、福
祉
係 

　
　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
７
４ 
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山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

赤坂健康管理センター 

熊山保健福祉総合 
センター 

熊山保健福祉総合 
センター 

赤磐市仁美農村 
振興センター 

赤磐市仁美農村 
振興センター 

本庁２階 
第２会議室 

山陽総合福祉センター 
１階相談室 

６月１５日（金） 
午後１時～３時 

６月１５日（金） 
午後１時～３時 

６月２０日（水） 
午後１時～３時 

６月１５日（金） 
午前１０時～午後３時 

６月１日（金） 
午前１０時～午後３時 

６月１日（金） 
午後１時～３時 

６月１日（金） 
午前１０時～午後３時 

６月１日（金） 
午前１０時～午後３時 
※【行政】は午前１０時
　～正午まで 

６月１日（金） 
午前１０時～午後３時 

６月１日（金） 
午後１時～４時 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】予約制 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 

【人権】 

【無料法律】予約制（一人３０分） 

【人権】【障害】【心配ごと】 

【行政】 

【身体障害】【知的障害】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【心配ごと】 

【無料法律】予約制（一人３０分） 
破産・債務整理の相談は随時受付 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
¡協働推進室 1０８６-９５５-４７８３ 

【人権】【行政】【無料法律】 
¡熊山支所市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
【障害】 
¡熊山支所健康福祉課 
　1０８６９９-５-１２９３ 
【心配ごと】 
¡社会福祉協議会熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡社会福祉協議会山陽支所 
　1０８６-９５５-８８７７ 

¡赤坂支所市民生活課 
　1０８６-９５７-４８２１ 

¡社会福祉協議会赤坂支所 
　1０８６-９５７-２３３４ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 

¡吉井支所健康福祉課 
　1０８６-９５４-１３７４ 

¡社会福祉協議会吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 

¡吉井支所市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３

山
陽
地
域 
赤
坂
地
域 

熊
山
地
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は 

　
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も 

　
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
制
定
さ
れ
、
地
域

住
民
の
中
に
あ
っ
て
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
で
あ
る
人
権
擁
護

委
員
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
人
権
擁
護
委
員
と
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
行
っ
て
い
る
民
間
の
人
た
ち
で
、
人
権
啓
発
・
人
権
侵
害
の
監
視

を
行
う
と
と
も
に
、
い
じ
め
や
体
罰
、
差
別
、
近
隣
と
の
も
め
ご
と
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
気
軽
な
相
談
相
手
で

す
。 

　
現
在
、
赤
磐
市
に
は
十
四
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
識
見
人
格
が
高
く
、
広
く
社
会
の
実
情
に
通
じ
て
い
て
人
権

擁
護
に
理
解
の
あ
る
皆
さ
ん
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
と
赤
磐
市
は
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
に
寄
せ
て
、
広
く
相
談
業
務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
各
地
域
で
多
用
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
宅
で
の
人
権
相
談
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

　
相
談
は
い
ず
れ
も
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
人
権
擁
護
委

員
に
連
絡
を
取
り
た
い
と
き
は
、
市
民
課
人
権
・
男
女
共
同
参
画
係
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 
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相 

談 

業 

務 

案 

内 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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あかいわファミリー 
クリニック 

赤磐市河本１１４３ 

瀬戸町沖３４３ 

瀬戸町瀬戸７７ 

赤磐市町苅田９２０ 

赤磐市山陽１-４-６ 

瀬戸町沖２１０ 

赤磐市五日市２４５-４ 

０８６- 
９５５-９２５１ 

不要 

０８６- 
９５２-０１６２ 

０８６- 
９５２-１１６６ 

０８６- 
９５７-２１１１ 

０８６- 
９５５-８８６８ 

０８６- 
９５５-５５１５ 

０８６- 
９５２-３３３１ 

要 

要 

不要 

不要 

不要 

不要 

石原医院 

岩藤胃腸科・外科・  
歯科クリニック 

道満医院 

山本クリニック 

吉井医院 

吉井外科医院 

平　日／８：３０～１２：３０、１５：３０～１９：００ （但し木曜日午後は休診）  
土曜日／８：３０～１２：３０、１３：３０～１７：００ 

月・火・水・金曜日／８：３０～１２：３０、１５：００～１７：００　  
木・土曜日／８：３０～１２：３０ 

平日・土曜日／１３：００～１５：００（但し水曜日と日曜日は除く） 

平　日／９：００～１２：３０、１５：００～１８：３０（但し木曜日午後は休診）  
土曜日／９：００～１２：３０、１４：００～１６：００ 

赤磐市惣分２８ 
０８６- 
９５７-２４００ 

不要 森医院 
平日・土曜日／８：００～１２：３０ 

（仁美診療所  火・金曜日１４：００～１６：００） 

平　日／９：００～１２：３０、１５：００～１８：３０  
土曜日／９：００～１２：３０、１５：００～１８：００ 

平　日／９：００～１２：００、１４：００～１８：００ （但し木曜日午後は休診）  
土曜日／９：００～１２：３０ 

月・火・木・金曜日／９：００～１２：００、１４：００～１８：００ 
水・土曜日／９：００～１２：３０ 

医　院　名 電　話 予約 住　　　所 検　診　時　間 

●乳がん検診〔視触診〕医療機関一覧 （５０音順） 
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時　間 場　　　　所 
10：00～10：20 
10：40～11：00 
11：20～11：40 
13：00～13：20 
13：50～14：10 
14：30～14：50 
15：10～15：30

赤坂支所 
仁堀出張所 
吉井支所 
熊山支所 
桜が丘いきいき交流センター向い空地 
山陽公民館 
本庁 

　狂犬病予防注射の臨時注射を次の日程で実施します。
まだ注射されていない人や注射済票未交付の人はご
利用ください。 

【日　程】６月１７日（日） 

【時間・場所】 
 
 
 
 
 
 
 
 
【各種料金】登録料金……………３，０００円 

予防注射料金………２，８００円 
注射済票料金…………５５０円 

　※未注射の人にははがきを送付しますので当日ははがき
　　を持って来てください。注射済票のみの交付の人は注
　　射済みがわかる証明書を持ってきてください。なお、は
　　がきの到達前に手続き済みの場合は行き違いになった
　　と思われますのでご了承ください。 

【問い合わせ先】 
　¡本庁環境課 
　　1０８６-９５５-５３４７ 
　¡赤坂支所市民生活課 
　　1０８６-９５７-４８２３ 
　¡熊山支所市民生活課 
　　1０８６９９-５-１２１４ 
　¡吉井支所市民生活課 
　　1０８６-９５４-１１８３ 

臨 時 注 射 
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今
月
か
ら
数
回
に
分
け
て
ご
み
問
題
な
ど
に 

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す 

ご
存
知
で
す
か
？ 

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法 

　
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法（
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集

お
よ
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
）」
と
は
、消
費
者
・

市
町
村
・
事
業
者
が
役
割
を
分
担
し
て
容
器
包
装
廃
棄
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
、ご
み
の
量
を
減
ら
し
て
循
環
型
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
平
成
七
年
六
月
に
作
ら
れ
ま
し
た
。 

●
容
器
包
装
ご
み
の
増
加 

　
商
品
を
使
っ
た
時
点
で
不
要
に
な
る
容
器
や
包
装
の
こ
と
を

「
容
器
包
装
ご
み
」
と
い
い
ま
す
。
空
き
缶
や
空
き
び
ん
、包
装

紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
な
ど
、中
身
を
取
り
出
せ
ば
あ
と
は
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ

て
い
た
も
の
で
す
。 

　
こ
れ
ら
の
容
器
包
装
ご
み
の
総
排
出
量
に
占
め
る
割
合
は
、

重
量
比
で
二
割
、容
積
比
で
は
実
に
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。（
環
境
省
調
べ
） 

　
赤
磐
市
で
は
こ
れ

ら
容
器
包
装
ご
み
に
、

新
聞
・
雑
誌
な
ど
を
含

め
、資
源
ご
み
と
し
て

分
別
収
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
容
器
包
装
ご
み

の
い
く
つ
か
は
、主
に

指
定
法
人
へ
の
委
託
ル

ー
ト
を
通
し
て
処
理

し
て
い
ま
す
。 

容器包装ごみ 
6.5％ 

粗大ごみ 
3.9％ 

小型混合ごみ 
0.2％ 

埋立ごみ他 
1.0％ 

新聞・雑誌 
11.1％ 

布・剪定枝類 
2.3％ 

可燃ごみ 
75.0％ 

赤磐市の 
ごみの割合 
（重量） 

資
源
ゴ
ミ 

1
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　６月１日、商業統計調査が全国一斉に
行われます。全国の商業事業所がすべ
て対象になります。 
　この調査は、商業の実態を明らかにし、
国や都道府県・市区町村における流通
産業施策の基礎資料となるものです。 
　また、この調査は、統計法に基づいて
実施される国の重要な調査です。提出
された調査票を統計上の目的以外に使
用することはありません。皆さんのご協
力をお願いします。 

【問い合わせ先】 
　本庁企画財政部企画課 
　1０８６-９５５-２６９２ 
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【募集団地】 
　s団地名／福田　s住所／赤磐市福田３２０　 
　s戸数／１戸　　s規格／３ＤＫ 
　s家賃月額（入居時）／１３,８００円～２２,９００円 

【募集期間】 
　６月１１日（月）～６月２５日（月） 

【申込方法】 
　入居申込書の内容を確認しますので、申し込み
は本人または家族の人が、所轄する吉井支所へご
持参ください。 
※申し込み多数の場合は抽選となります。 
※入居要件については、本庁建設課または支所産
　業建設課へお問い合わせください。 

【問い合わせ・申し込み先】 
　吉井支所産業建設課 1０８６-９５４-１３６６ 
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●平成19年赤磐市内火災・救急発生状況（4月中） 

本　　署 

火　　災　　別 救　　急　　別 

建物 林野 車両 
計 計 

その他 急病 交通 一般 その他 

東出張所 

北出張所 

計 

38
（201） 

19
（19） 

20
（62） 

77
（282） 

22
（50） 

5
（5） 

5
（10） 

32
（65） 

7
（53） 

5
（5） 

2
（16） 

14
（74） 

15
（56） 

11
（11） 

0
（4） 

26
（71） 

82
（360） 

40
（40） 

27
（92） 

149
（492） 

1
（3） 

　
（ ） 

1
（1） 

2
（4） 

　
（ ） 

　
（ ） 

　
（ ） 

　
（ ） 

　
（ ） 

　
（ ） 

　
（ ） 

　
（ ） 

　
（ ） 

　
（ ） 

1
（1） 

1
（5） 

1
（7） 

　
（ ） 

2
（2） 

3
（9） 

（　）にあっては平成19年の累計を示す。 

１９年４月中 

１８年４月中 

増 減  

１９年４月末 

１８年４月末 

増 減  

107
79
28

389
350
＋39

34
23
11

112
112

0

1
0
1
1
2
－1

5
1
4

12
14
－2

37
28
9

141
132
＋9

73
56
17

277
238
＋39

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成19年赤磐市交通事故発生状況（4月） 

　
赤
磐
市
議
会
の
構
成
が
決
ま
り

ま
し
た
。（
平
成
十
九
年
五
月
十
日
） 

 

議
　
長
　
黒
崎
　
　
明 

副
議
長
　
羽
原
　
　
章 

 

各
種
委
員
会 

（
◎
委
員
長 

○
副
委
員
長
） 

▼
総
務
常
任
委
員
会〔
六
人
〕 

　
◎
下
山
　
哲
司 

　
○
実
盛
　
祥
五 

　
　
山
田
　
秀
士
／
黒
崎
　
　
明 

　
　
佐
藤
　
武
文
／
大
口
　
浩
志 

 

▼
厚
生
常
任
委
員
会〔
七
人
〕 

　
◎
武
本
　
一
郎 

　
○
福
木
　
京
子 

　
　
森
　
　
重
信
／
藤
田
　
圭
右 

　
　
西
山
　
和
嘉
／
小
田
百
合
子 

　
　
小
引
　
美
次 

▼
産
業
建
設
常
任
委
員
会〔
七
人
〕 

　
◎
北
川
　
勝
義 

　
○
実
光
　
　
守 

　
　
下
村
　
　
脩
／
荻
田
　
敏
正 

　
　
羽
原
　
　
章
／
山
下
　
浩
史 

　
　
小
倉
　
　
博 

 

▼
文
教
常
任
委
員
会〔
六
人
〕 

　
◎
井
上
　
稔
朗 

　
○
海
野
　
雅
之 

　
　
樅
野
　
志
郎
／
岡
崎
　
達
義 

　
　
川
澄
　
章
子
／
松
田
　
　
勲 

 

▼
議
会
運
営
委
員
会〔
九
人
〕 

　
◎
小
田
百
合
子 

　
○
荻
田
　
敏
正 

　
　
羽
原
　
　
章
／
下
山
　
哲
司 

　
　
武
本
　
一
郎
／
北
川
　
勝
義 

　
　
井
上
　
稔
朗
／
実
盛
　
祥
五 

　
　
岡
崎
　
達
義 

 

▼
議
会
広
報
編
集 

　
　
　
特
別
委
員
会〔
八
人
〕 

　
◎
岡
崎
　
達
義 

　
○
井
上
　
稔
朗 

　
　
羽
原
　
　
章
／
下
村
　
　
脩 

　
　
藤
田
　
圭
右
／
海
野
　
雅
之 

　
　
小
田
百
合
子
／
大
口
　
浩
志 

 

▼
下
水
道
整
備
等
調
査 

　
　
　
特
別
委
員
会〔
十
五
人
〕 

　
◎
下
村
　
　
脩 

　
○
松
田
　
　
勲 

　
　
実
光
　
　
守
／
森
　
　
重
信 

　
　
山
田
　
秀
士
／
海
野
　
雅
之 

　
　
羽
原
　
　
章
／
小
田
百
合
子 

　
　
武
本
　
一
郎
／
下
山
　
哲
司 

　
　
岡
崎
　
達
義
／
佐
藤
　
武
文 

　
　
小
引
　
美
次
／
井
上
　
稔
朗 

　
　
北
川
　
勝
義 

 

▼
交
通
問
題
調
査 

　
　
　
特
別
委
員
会〔
十
五
人
〕 

　
◎
樅
野
　
志
郎 

　
○
荻
田
　
敏
正 

　
　
黒
崎
　
　
明
／
藤
田
　
圭
右 

　
　
西
山
　
和
嘉
／
実
盛
　
祥
五 

　
　
武
本
　
一
郎
／
下
山
　
哲
司 

　
　
福
木
　
京
子
／
山
下
　
浩
史 

　
　
川
澄
　
章
子
／
井
上
　
稔
朗 

　
　
北
川
　
勝
義
／
小
倉
　
　
博 

　
　
大
口
　
浩
志 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

秘書課公聴広報係  1086-955-4770

よ
し
い
川
柳
の
会
 

青
空
の
も
と
白
球
を
 

　
　
追
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
 

　
山
陽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
平
成
十
九
年
度

の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
在
住
・
在
勤

の
人
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
初
心
者
歓
迎
！
初
心

者
教
室
も
開
催
予
定
で
す
。 

【
場
　
所
】 

　
弥
生
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
山
陽
二
丁
目
） 

【
受
　
付
】 

　
土
・
日
曜
日
午
後
（
弥
生
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
） 

【
年
会
費
】 

　
新
規
…
四
千
五
百
円
／
継
続
…
四
千
円 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
〈
昼
〉
1
０
９
０（
６
８
４
９
）２
３
４
５ 

　
〈
夜
〉
1
０
８
６（
９
５
５
）０
０
６
６ 

　
　
　
　
　
事
務
局
・
田
中 

山
陽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ 

そ
の
時
は
そ
う
だ
と
思
う
法
話
聞
く
 

余
生
な
を
プ
ラ
ン
が
並
ぶ
日
が
続
く
 

山
里
を
活
か
す
て
だ
て
の
苗
作
り
 

七
坂
を
越
え
て
も
老
い
に
坂
が
待
つ
 

青
春
を
丼
飯
の
挺
身
隊
 

春
が
来
た
嬉
し
い
便
り
届
く
か
も
 

平
和
か
な
練
兵
場
に
来
て
憩
う
 

頭
だ
け
で
っ
か
ち
に
な
る
情
報
化
 

つ
な
ぐ
手
が
支
え
合
っ
て
る
老
夫
婦
 

重
ね
見
る
曾
孫
の
成
長
わ
が
歳
を
 

平
和
へ
の
願
い
を
春
の
花
に
活
け
 

老
妻
の
元
気
で
わ
が
家
平
和
な
り
 

曾
孫
が
観
に
来
て
く
れ
そ
う
で
植
え
る
楷
 

仏
壇
の
奥
に
私
の
宝
物
 

孫
の
成
長
聞
い
て
喜
ぶ
夫
婦
で
す
 

鉢
の
花
ご
機
嫌
聴
く
も
我
が
日
課
 

巡
礼
の
夫
の
丸
い
背
送
り
出
す
 

甘
酒
の
小
さ
な
パ
ワ
ー
で
防
ぐ
風
邪
 

青
春
を
偲
び
老
残
癒
す
日
々
 

幸
せ
の
悠
々
自
適
に
物
忘
れ
 

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
雲
に
春
を
見
た
 

紆
余
曲
折
夢
追
い
か
け
て
八
十
路
ゆ
く
 

成
績
も
歳
も
気
に
せ
ぬ
趣
味
多
忙
 

亡
き
友
を
偲
ん
で
歌
う
夢
舞
台
 

故
郷
の
田
畑
は
荒
れ
て
山
と
な
る
 

主
の
旅
立
ち
知
ら
ず
手
入
れ
を
待
つ
庭
木
 

人
の
和
も
相
談
と
言
う
凭
れ
あ
い
 

終
身
書
現
代
版
で
出
な
い
か
な
 

価
値
観
が
ず
れ
て
古
典
に
な
る
美
徳
 

ず
れ
て
い
る
仮
面
覗
い
て
い
る
噂
 

出
原
　
敬
一
 

軸
原
　
朝
子
 

梶
井
　
貞
子
 

岸
本
　
敏
子
 

戸
川
か
ず
み
 

佐
々
部
八
枝
 

尾
関
文
巳
枝
 

是
松
　
幸
治
 

是
松
　
文
子
 

宇
野
　
静
子
 

中
原
　
一
恵
 

安
光
　
勇
一
 

藤
本
　
町
江
 

高
井
　
逸
代
 

戸
川
　
寿
子
 

山
崎
　
時
子
 

森
　
　
和
女
 

下
山
　
　
都
 

直
原
　
茂
樹
 

杉
本
美
智
子
 

中
務
　
統
之
 

橘
　
　
光
子
 

友
保
　
晃
子
 

平
井
　
恵
子
 

竹
内
　
由
子
 

大
西
　
庄
三
 

高
橋
　
　
一
 

横
山
　
明
美
 

高
原
　
　
望
 

三
輪
　
康
明
 

★
牧
野
春
生
さ
ん（
黒
沢
）か
ら
、高
齢
者
な
ど

　
に
「
歩
行
補
助
つ
え
」
と
し
て
利
用
し
て
い
た

　
だ
き
た
い
と
、寒
竹
を
利
用
し
手
作
り
さ
れ
た

　
「
つ
え
」
五
十
本
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
「
手
作
り
つ
え
」
は
、数
年
前
に
も
寄
贈
い
た
だ

　
い
て
評
判
が
よ
く
品
切
れ
と
な
っ
て
い
た
も
の

　
で
、吉
井
支
所
・
仁
堀
出
張
所
や
佐
伯
北
診
療

　
所
・
あ
か
ま
つ
荘
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、必
要

　
な
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 



熊　山　支　部 

栄養
委員
の 
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黒　豆　ず　し 

技
と
心
に
触
れ
爽
や
か
な
汗
 

　
三
月
三
十
一
日
（
土
）
、
熊
山
武
道
館
で
、

活
動
五
年
目
を
迎
え
る
市
合
気
道
協
会
が
、
合

気
道
の
説
明
演
武
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
近
隣
市
町
の
合
気
道
愛
好
者
ほ
か
約
百
八
十

人
が
合
気
道
の
技
と
心
に
触
れ
、
合
気
道
体
験

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
親
子
で
参
加
し
た
市
民
ら

が
和
気
あ
い
あ
い
と
気
持
ち
良
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。 

　
同
協
会
で
は
、
随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
午
後
七
時
か
ら
高
陽
中
学
校
格
技

場
で
年
齢
層
に
応
じ
て
楽
し
く
け
い
こ
を
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
磐
市
合
気
道
協
会
　
森
本 

　
1
０
８
６（
２
７
８
）５
５
８
０ 合

気
道
説
明
演
武
会 

足
の
病
気
が
 

　
治
り
ま
す
よ
う
に
 

　
四
月
二
十
九
日
（
日
）
、
足
の
病

気
に
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

広
く
知
ら
れ
て
い
る
足
王
神
社
（
和
田
）

で
、
春
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

足
王
神
社
・
春
の
大
祭 

A

B

◆材料（６人分） 
　¡米 ３カップ　　¡酒 大さじ２ 
　¡水 ３・２/５カップ　　¡黒豆 １カップ 
　¡酢 大さじ４　¡砂糖 大さじ３ 
　¡塩 小さじ１・１/２ 
　¡卵 ２個　¡砂糖 小さじ１ 
　¡塩 少々 
　¡油 小さじ１　　¡きゅうり １本 
　¡もみのり 適量　 
◆作り方 
　q米は３０分前に洗い、水を切る。分量の酒、
　　水を入れる。 
　w豆は洗って水気をふき、中火で気長に香
　　ばしくいる。 
　eqにwの豆を入れ、炊きあげる。 
　rＡを混ぜ合わせ、火にかけ砂糖を溶かして
　　おく。 
　tご飯が炊きあがったらrの合わせ酢を混
　　ぜる。 
　yフライパンに油小さじ１を入れ、Ｂを混ぜ
　　合わせ、薄焼き卵を作る。さめたら細く切る。 
　uきゅうりは塩（分量外）で板ずりし、小口切
　　りにする。 
　i器にtをを盛り付け、もみのり、y、uをか
　　ざってできあがり。 
 

●栄養委員熊山支部活動紹介 

　私たち熊山支部では、平成１８年度支部内の３小学校で食育活動を行いました。 
　磐梨小学校では、“磐小フェスティバル”の１コーナーをかり、小学生やその家族、またその他
地域の皆さんに試食をしていただいたり、食事バランスについてお話したりしました。 
　桜が丘小学校では、新入生の保護者に朝食の大切さを伝え、また５年生の生徒にも朝食の大切
さを知ってもらうため、試食をしてもらったり、食事バランスについて考えてもらったりしました。 
　豊田小学校では、５年生と一緒に特産の黒大豆を使って調理実習を行い、紙芝居をして、改め
て朝食の大切さを知ってもらうことができました。 
　どの小学校でも皆さん熱心に聞いてくださり、朝食の大切さ、食事バランスの大切さを少しでも心にとめてくださった様子に栄養
委員一同“やってよかった”の思いを持つことができました。 
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４・５月のできごと 

　
今
回
で
三
回
を
数
え
る
赤
磐
市
音
楽
祭
が
五

月
六
日
（
日
）
、
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
楽
し
い
オ
ペ
ラ
の
世
界
」

を
テ
ー
マ
に
、
三
人
の
オ
ペ
ラ
歌
手
と
ピ
ア
ノ

奏
者
に
よ
り
歌
劇
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
や
「
魔

笛
」
な
ど
の
名
場
面
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
詰
め
掛
け
た
約
二
百
人
の
観
客
は
、

迫
力
あ
る
歌
と
晴
雅
彦
（
バ
リ
ト
ン
）
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
解
説
に
オ
ペ
ラ
の
世
界
を
身
近
に

感
じ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

第
三
回
赤
磐
市
音
楽
祭 

　
五
月
十
四
日
（
月
）
、
豊
田
小
学
校
で
は
、
全

校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の
中
で
六
年
生
二
十
五
人
が
看
護
週
間

に
合
わ
せ
市
立
熊
山
病
院
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
看
護
の
日
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
看

護
の
仕
事
に
携
わ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
育
て
、
ま
た
病
院
の
職
員
や
入
院
患
者
の
皆
さ

ん
と
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
行
っ
て
い

る
活
動
で
す
。 

　
全
校
で
持
ち
寄
っ
た
花
で
作
っ
た
花
束
と
各
学

年
か
ら
の
手
作
り
の
記
念
品
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
、
看
護
師
や
医
師
に
、
ま
た
一
室
ず
つ

病
室
を
訪
れ
、
入
院
患
者
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

豊
田
小
六
年
生
　
市
立
熊
山
病
院
訪
問 

　
平
成
三
年
四
月
二
十
九
日
「
み
ど
り
の

日
」
に
開
園
し
た
ふ
れ
あ
い
公
園
で
は
、

こ
の
日
を
毎
年
「
無
料
開
放
の
日
」
と
し

て
、
一
般
開
放
を
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
体
育
館
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

卓
球
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
、
屋
内
プ
ー
ル
で
は
水
泳
を
楽
し
む
人

た
ち
。
一
方
、
屋
外
で
は
、
園
内
を
散
策

し
た
り
、
遊
具
で
遊
ん
だ
り
と
、
家
族
連

れ
・
友
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
約
五
百
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
休
日
を
楽
し
く

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

▲感謝の気持ちを込め花束や記念品を病院長に手渡す児童たち 

▲迫力ある歌声がホールに響き渡りました 

▼「ちびっこ広場」のローラー滑り台で楽しむ親子 

s
体
育
館
で
卓
球
を
楽
し
む
利
用
者 
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▼
五
月
上
旬
、こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ

市
内
で
は
、稲
の
苗
作
り
が
盛
ん
で

す
。
連
休
に
は
家
族
総
出
で
田
に
苗

箱
を
設
置
し
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
、

な
か
に
は
都
会
か
ら
帰
省
し
親
子

三
代
で
農
作
業
と
い
う
ほ
ほ
え
ま

し
い
家
族
も
お
ら
れ
ま
し
た
。 

▼
春
の
陽
気
の
な
か
、熊
山
英
国
庭

園
に
で
か
け
フ
ル
ー
ト
と
ギ
タ
ー

の
心
地
よ
い
音
色
を
聴
き
な
が
ら

園
内
を
散
策
。
た
く
さ
ん
の
植
栽
の

な
か
淡
い
青
と
ピ
ン
ク
の
わ
す
れ
な

草
が
風
に
揺
ら
れ
て
い
る
の
を
眺

め
ひ
と
と
き
を
癒
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
今
月
号
は
、交
通
安
全
を
は
じ
め

少
し
ば
か
り
硬
い
紙
面
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
ど
う
か
色
鮮
や
か
な

花
々
の
熊
山
英
国
庭
園
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
他
の
大
切

な
お
知
ら
せ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 
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四
月
二
十
日
（
金
）
、
昨
年
十
一
月
か
ら

中
島
地
区
に
整
備
を
進
め
て
い
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
が
完
成
し
、
し
ゅ
ん
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
、
関
係
者
六
十
人
が
出
席
。
市
長

と
議
長
が
「
健
康
づ
く
り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
場
と
し
て
利
用
し
、
交
流
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
始
球
式
を
行
い
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
五
月
一
日
（
火
）
に
は
ク
レ
ー
コ
ー

ス
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
な
り
、
約
百
五
十
人

が
完
成
し
た
ば
か
り
の
コ
ー
ス
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
完
成 

　
五
月
八
日
（
火
）
と
五
月
十
五
日
（
火
）

に
、
吉
井
川
河
川
敷
で
、
ア
ユ
の
稚
魚
の

放
流
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
放
流
祭
は
、
吉
井
川
南
部
漁
協
が

身
近
な
生
物
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
八
日
は

周
匝
・
佐
伯
北
・
黒
本
保
育
園
児
四
十
八

人
が
、
十
五
日
は
桜
が
丘
幼
稚
園
児
四
十

七
人
が
参
加
し
、
「
お
お
き
く
な
っ
て
ね
」

と
呼
び
か
け
な
が
ら
小
さ
な
バ
ケ
ツ
か
ら

川
へ
ア
ユ
の
稚
魚
を
放
し
ま
し
た
。 

ア
ユ
の
稚
魚
放
流 

　
四
月
十
九
日
（
木
）
、
荒
嶋
市
長
ら
が

二
十
一
日
に
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
森
田
壽

夫
さ
ん
を
、
入
所
中
の
施
設
へ
お
訪
ね
し

ま
し
た
。 

　
森
田
さ
ん
に
は
県
と
市
か
ら
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
市
長
が
花
束
を
渡
す
と
、
笑
顔

で
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
長
寿
の
秘
け
つ
を
お
聞
き
す
る
と
、
「
好

き
嫌
い
を
せ
ず
何
で
も
食
べ
、
体
を
よ
く

動
か
す
こ
と
で
す
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

森
田
壽
夫
さ
ん（
円
光
寺
） 

▲完成を祝いテープカット 

s
「
お
慶
び
状
」
を
受
け
取
り
う
れ
し
そ
う
に 

　
ほ
ほ
笑
む
森
田
さ
ん 

t▼「おおきくなってね」と 
　　呼びかけながら放流 
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人“ い き い き ”ま ち“ き ら り ” 

交通安全教室 
　５月７日（月）、城南小学校で３年生の児童を対象に交通安全教
室が行われました。 
　この日、交通移動教室「みどり号」の指導員さんや地元のお巡り
さんに自転車の正しい乗り方を教えてもらいました。 
　交通事故に遭わないよう気をつけて自転車に乗ってくださいね。 

28広報あかいわ（平成19年6月号） 

の 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 

           

■
池
田
家
墓
所 

 

　
江
戸
時
代
、
寛
永
九
年
（
一

六
三
二
）
七
月
、
池
田
光
政
が

鳥
取
藩
主
か
ら
岡
山
藩
主
に
国

替
え
さ
れ
、
八
月
に
は
光
政
の

備
前
で
の
支
配
体
制
・
役
職
の

配
備
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
十
二
月
、
国
境
お
よ
び
領
内

の
要
衝
の
地
に
家
老
・
侍
大
将

な
ど
が
配
置
さ
れ
る
方
針
が
立

て
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、

美
作
と
の
国
境
で
あ
る
周
匝
の

地
に
、
二
万
二
千
石
を
給
さ
れ

た
池
田
伊
賀
の
陣
屋
（
城
郭
の

な
い
小
藩
の
大
名
の
居
所
）
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
し
た
。 

 
 

池
田
伊
賀
と
は
、
池
田
伊
賀

守
長
明
の
こ
と
で
、
慶
長
十
一

年
（
一
六
〇
六
）
池
田
河
内
守

長
政
の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

長
政
は
、
池
田
信
輝
の
四
男
と

し
て
生
ま
れ
、
九
歳
で
信
輝
の

重
臣
片
桐
半
右
衛
門
の
養
子
に

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
長
政
の

系
譜
を
ひ
く
池
田
家
を
片
桐
池

田
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

　
陣
屋
は
、
茶
臼
山
の
南
東
麓
（
現

八
幡
宮
・
現
周
匝
保
育
園
・
旧

備
作
高
校
跡
付
近
）
に
置
か
れ

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
御
茶
屋

と
呼
ば
れ
る
役
所
が
設
置
さ
れ
、

侍
屋
敷
が
あ
り
、
大
手
門
、
南
門
、

西
門
、
門
番
所
な
ど
が
配
置
さ

れ
ま
し
た
。（
周
匝
侍
屋
敷
図
・

明
治
五
年
よ
り
） 

　
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）

長
明
は
、
岡
山
藩
家
老
職
に
任

じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
長
明
の

子
長
久
も
家
老
職
を
拝
命
す
る

な
ど
、
片
桐
池
田
氏
は
、
代
々

岡
山
藩
の
仕
置
家
老
の
一
人
と

し
て
藩
政
を
支
え
た
の
で
し
た
。 

　
こ
れ
ら
片
桐
池
田
氏
の
墓
所
が
、

赤
磐
市
の
北
部
に
位
置
す
る
周

匝
茶
臼
山
城
（
広
報
あ
か
い
わ

NO.
９
参
照
・
※
周
匝
茶
臼
山
城

と
片
桐
池
田
氏
と
の
関
係
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
）
に
行
く
手
前

の
尾
根
に
あ
り
ま
す
。 

 

東
の
塚
に
は
、 

　
二
代
　
池
田
伊
賀
守
長
明 

　
三
代
　
池
田
大
學
長
久
　 

　
四
代
　
池
田
主
殿
長
喬 

　
五
代
　
池
田
大
學
長
處 

西
の
塚
に
は
、 

　
六
代
　
池
田
近
江
守
長
仍 

　
七
代
　
池
田
大
和
守
長
玄 

の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
茶
臼
山
麓
（
大
竜

寺
址
の
上
・
現
八
幡
宮
上
）

に
あ
る
新
の
お
塚
に
は
、 

　
初
代
　
池
田
河
内
守
長
政 

　
八
代
　
池
田
伊
賀
守
長
紀 

　
九
代
　
池
田
伊
賀
守
長
貞 

の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

 

　
現
在
、
池
田
家
墓
所
に
立

つ
と
、
江
戸
時
代
こ
の
地
に

い
た
池
田
氏
を
ふ
っ
と
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

と
の
も 

な
が
た
か 

な
が
お
き 

な
が
と
し 

な
が
さ
だ 

な
が
よ
り 

ち
ょ
う
げ
ん 

至 岡山 

至 美作 

吉井川 

砂川 

池田家墓所 
吉井支所 

ドイツの森 

484

374

▲二代 池田伊賀守長明墓 

▲池田家西墓所 

▲初代 池田河内守長政墓 
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